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シシュュロローーダダーー・・イインンカカムムアアセセッットト・・ 
アアロロケケーーシショョンン（（１１年年決決算算型型））  

Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

愛称 グランツール１年  

第９期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2022年６月３日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・インカムアセット・アロケー

ション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／

Ｂコース（為替ヘッジあり）」は、2022年６月３日に

第９期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2013年８月13日から2033年６月３日まで 

運 用 方 針 

安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を目指し
た運用を行います。 
・マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的

に、複数のインカムアセット（世界の高配当株式、債
券等）に投資し、市場環境に合わせて機動的に資産
配分の調整を行う投資信託証券や海外の債券等に投
資する投資信託証券（以下「指定投資信託証券」とい
います。）への投資を行います。 

・Ａコース（為替ヘッジなし）の実質外貨建資産につ
いては、為替ヘッジを行いません。 

・Ｂコース（為替ヘッジあり）の実質外貨建資産につ
いては、原則として、為替ヘッジにより米ドルと円
との間の為替変動リスクの低減を図ることを基本と
します。 

・資金動向、市況動向等によっては、上記のような運
用ができない場合があります。 

主 要 投 資 対 象 

当 フ ァ ン ド 
シュローダー・インカムアセット・
アロケーション・マザーファンド受
益証券を主要投資対象とします。 

マザーファンド 

・ルクセンブルグ籍米ドル建て外
国投資法人 
「シュローダー・インターナショ
ナル・セレクション・ファンド グ
ローバル・マルチ・アセット・イ
ンカム クラスＪ投資証券」 

・ルクセンブルグ籍ユーロ建て外
国投資法人 
「シュローダー・インターナショ
ナル・セレクション・ファンド 
ユーロ・リクイディティ クラス
Ｉ投資証券」 

・ルクセンブルグ籍米ドル建て外
国投資法人 
「シュローダー・インターナショ
ナル・セレクション・ファンド 
ドル・リクイディティ クラスＩ
投資証券」 

上記の指定投資信託証券を主要投
資対象とします。 

組 入 制 限 

当 フ ァ ン ド の 
マザーファンド 
組 入 上 限 比 率 

制限を設けません。 

マザーファンド 
投資信託証券への投資割合には制限
を設けません。また、外貨建資産へ
の投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年６月３日。ただし、当該日が休業日の場
合は翌営業日）に、原則として経費控除後の繰越分を
含めた利子・配当収入と売買益（評価益を含みます。）
等から、基準価額水準、市況動向等を勘案しながら決
定します。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジなし） 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

５期(2018年６月４日) 12,432 0 △ 1.2 97.8 1,998 

６期(2019年６月３日) 12,347 0 △ 0.7 98.9 1,645 

７期(2020年６月３日) 12,106 0 △ 2.0 97.8 1,197 

８期(2021年６月３日) 14,279 0 17.9 98.4 804 

９期(2022年６月３日) 15,297 0 7.1 98.7 547 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率で表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年６月３日 14,279 － 98.4 

６月末 14,358 0.6 97.2 

７月末 14,246 △0.2 98.0 

８月末 14,372 0.7 97.5 

９月末 14,369 0.6 98.1 

10月末 14,792 3.6 99.1 

11月末 14,615 2.4 98.8 

12月末 14,967 4.8 97.2 

2022年１月末 14,467 1.3 98.1 

２月末 14,214 △0.5 98.1 

３月末 15,107 5.8 98.0 

４月末 15,259 6.9 98.6 

５月末 15,129 6.0 98.6 

(期  末)    

2022年６月３日 15,297 7.1 98.7 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率で表示しております。 
 

（注）当ファンドは、親投資信託を通じて、主に有価証券に投資する投資信託証券への投資を行い、複数のインカムアセット（世界の高配

当株式、債券等）に実質的な投資を行います。 

 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

５期(2018年６月４日) 10,525 0 △ 2.4 101.5 645 

６期(2019年６月３日) 10,278 0 △ 2.3 96.1 530 

７期(2020年６月３日) 9,827 0 △ 4.4 99.8 439 

８期(2021年６月３日) 11,429 0 16.3 98.7 299 

９期(2022年６月３日) 10,350 0 △ 9.4 99.2 221 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率で表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年６月３日 11,429 － 98.7 

６月末 11,389 △0.3 97.7 

７月末 11,408 △0.2 97.6 

８月末 11,463 0.3 97.8 

９月末 11,245 △1.6 100.5 

10月末 11,395 △0.3 98.5 

11月末 11,249 △1.6 98.3 

12月末 11,395 △0.3 97.9 

2022年１月末 10,975 △4.0 98.8 

２月末 10,772 △5.7 98.2 

３月末 10,840 △5.2 101.6 

４月末 10,415 △8.9 100.4 

５月末 10,359 △9.4 97.9 

(期  末)    

2022年６月３日 10,350 △9.4 99.2 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率で表示しております。 
 

（注）当ファンドは、親投資信託を通じて、主に有価証券に投資する投資信託証券への投資を行い、複数のインカムアセット（世界の高配

当株式、債券等）に実質的な投資を行います。 

 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジなし） 
 

○運用経過 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年６月３日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首14,279円でスタートした基準価額は、15,297円（分配後）で期末を迎え、期首比7.1％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。 

当期、マザーファンドの主要投資対象ファンド（米ドルベース）はマイナスのリターンとなりました。ロシ

ア・ウクライナ情勢や、金融引き締め加速の観測などを背景に、2022年初来、株式市場は大きく下落したこと

から、高配当株式はパフォーマンスのマイナス要因となりました。債券については、金利が上昇し、クレジッ

ト資産が軟調に推移する中、全般的にマイナス要因となりました。特に、ハイイールド債券のマイナス幅が大

きくなりました。一方で、米国よりも欧州を選好していたことや、エネルギー関連への選好はマイナス幅の一

部抑制につながりました。 

なお、当期、円安が大幅に進んだことから、為替ヘッジを行わない当ファンドの基準価額（分配金再投資

ベース）は上昇しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

○運用経過 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年６月３日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首11,429円でスタートした基準価額は、10,350円（分配後）で期末を迎え、期首比9.4％（分配金再投資

ベース）の下落となりました。 

当期、マザーファンドの主要投資対象ファンド（米ドルベース）はマイナスのリターンとなりました。ロシ

ア・ウクライナ情勢や、金融引き締め加速の観測などを背景に、2022年初来、株式市場は大きく下落したこと

から、高配当株式はパフォーマンスのマイナス要因となりました。債券については、金利が上昇し、クレジッ

ト資産が軟調に推移する中、全般的にマイナス要因となりました。特に、ハイイールド債券のマイナス幅が大

きくなりました。一方で、米国よりも欧州を選好していたことや、エネルギー関連への選好はマイナス幅の一

部抑制につながりました。 

なお、当期、為替ヘッジを行う当ファンドの基準価額（分配金再投資ベース）も下落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

 

当期、2021年内については、世界株式は先進国株式が上昇した一方で、新興国株式が調整する二極化した相

場展開となりました。上昇した先進国株式についても、堅調な企業業績や経済回復は株価の押し上げ要因と

なったものの、2021年９月に米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が年内テーパリング（量的金融緩和の縮小）開

始の可能性を示唆したことや、11月には新型コロナウイルス変異株のオミクロン株への警戒感が高まったこ

と、インフレ上昇への懸念が高まったことなどが投資家心理の重しとなり、一時的に下落する局面もありまし

た。また、新興国株式は、中国での規制強化の動きや、中国の不動産大手のデフォルト（債務不履行）を巡る

懸念、中国の電力不足などが重しとなり下落しました。2022年初から３月半ばにかけては、ロシアによるウク

ライナ侵攻を受け、投資家のリスク回避姿勢が強まり、株式市場は総じて下落しました。特に中国において、

新型コロナウイルスの感染拡大を受けたロックダウン（都市封鎖）実施などが重しとなり、中国を中心に新興

国株式は大幅に下落しました。３月半ばから３月末にかけては、株式は回復に向かったものの、金利の大幅上

昇や、金融引き締め加速の観測などを背景に、再び下落基調に転じました。５月半ばから５月末にかけては、

緩やかに上昇基調となったものの、当期、世界株式は下落して終えました。 

債券については、2021年内は、オミクロン株への警戒感などから、主要国の国債利回りは小幅に低下（価格

は上昇）しました。クレジット資産は2021年９月中旬頃までは上昇基調を辿りましたが、その後下落に転じま

した。2022年初来については、ＦＲＢのタカ派姿勢やインフレ圧力を背景に、国債利回りは総じて上昇（価格

は下落）しました。特に３月、ＦＲＢが利上げを実施し、インフレ圧力が高まる中、インフレ対応のための金

融政策引き締めに積極的な姿勢を示したことから、３月以降は米国国債を中心に主要国の国債利回りは大き

く上昇しました。クレジット資産についても下落し、特に新興国債券については、先進国市場を中心に利回り

が総じて上昇する中、新興国市場の債券や通貨は売り込まれ、大幅に下落しました。 

 

 

 
当期、景気減速懸念を背景に、ファンドのリスク削減を企図して、高配当株式やハイイールド債券の組入比

率を段階的に引き下げました。 

株式については、より選別的なアプローチを行い、高クオリティのサステナブル・グロース＆インカム戦略

に沿った銘柄の組入比率を引き上げたほか、ボラティリティ（価格の変動性）の高い環境下、市場環境に合わ

せて、エネルギー、金融、ヘルスケアなど特定のセクターを選好しました。2021年６月から12月にかけては、

グローバルＲＥＩＴの組入比率を引き上げましたが、ＦＲＢがタカ派姿勢を強める中、2022年２月にはグロー

バルＲＥＩＴのポジションを解消しました。 

債券については、ディフェンシブなアプローチを取るなかで、クレジット資産の組入比率を段階的に引き下

げました。インフレ圧力上昇を背景にＦＲＢが金融引き締めを大幅に行っていくことが見込まれることから、

リスク削減を企図して、米国ハイイールド債券の組入比率を引き下げました。また、エマージング債券の組入

比率も段階的に引き下げました。足元では、利上げが市場に織り込まれたと判断する米国国債や豪州国債の組

入比率を引き上げました。ファンドのデュレーションは、低位で維持しました。 

その他インカムアセットは、引き続き、流動性が高い上場銘柄を中心に組入れを維持しました。 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンドにおいて、投資比率が高位

であるシュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・マルチ・ア

セット・インカム クラスＪの運用について 
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当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

 

Ａコース（為替ヘッジなし） 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第９期 

2021年６月４日～ 
2022年６月３日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,841  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第９期 

2021年６月４日～ 
2022年６月３日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,754  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

ＦＲＢ、欧州中央銀行（ＥＣＢ）、イングランド銀行（ＢＯＥ）は、インフレ率が上昇するなか、引き続き

利上げを実施していくことが見込まれます。実質賃金は低下しており、2022年後半について、経済成長や企業

利益は厳しい状況となることが見込まれます。今後の世界経済を見通す上で、ゼロコロナ政策を行っている中

国経済の動向が重要となると考えます。上海ではロックダウンが緩和され始めていますが、北京などの都市で

は、新型コロナウイルスの感染拡大を受け規制が強化されています。このほか、ロシア・ウクライナ情勢、イ

ンフレ、金利上昇、中央銀行による金融引き締めなどを背景に、当面はボラティリティの高い環境となること

が見込まれます。 

このような環境下、ファンドでは、株式市場およびクレジット市場ともに、引き続き高クオリティ銘柄を選

好する選別的なアプローチを行い、当面は慎重な運用姿勢を維持する方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 210  1.430  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 81)  (0.550)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (121)  (0.825)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.055)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 16   0.111   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.021)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 13)  (0.090)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料等 

 合 計 226   1.541    

期中の平均基準価額は、14,657円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.61％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの費用については、投資先ファンドの管理会社が発行する年次報告書（アニュアル・レポート）の記載に基づきます。

なお、投資先ファンドの運用管理費用（信託報酬）は当ファンドの運用管理費用（投信会社分）から支払われるため、別に収受してお
りません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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○売買及び取引の状況 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 31,999 50,790 231,301 365,710 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月３日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 529,939 330,637 552,660 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年６月３日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 552,660 100.0 

コール・ローン等、その他 85 0.0 

投資信託財産総額 552,745 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 
（注） シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,936,026千円）の投資

信託財産総額（4,013,329千円）に対する比率は98.1％です。 
（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝129.83円です。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月３日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 552,745,216   

 シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド(評価額) 552,660,989   

 未収入金 84,227   

(B) 負債 4,933,648   

 未払解約金 84,227   

 未払信託報酬 4,532,435   

 その他未払費用 316,986   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 547,811,568   

 元本 358,108,541   

 次期繰越損益金 189,703,027   

(D) 受益権総口数 358,108,541口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,297円 
 

［元本増減］ 
期首元本額 563,712,753円 
期中追加設定元本額 34,902,253円 
期中一部解約元本額 240,506,465円 

 

○損益の状況 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 46,135,145   

 売買益 54,515,696   

 売買損 △  8,380,551   

(B) 信託報酬等 △ 11,331,086   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 34,804,059   

(D) 前期繰越損益金 53,095,623   

(E) 追加信託差損益金 101,803,345   

 (配当等相当額) (  105,979,956)  

 (売買損益相当額) (△  4,176,611)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 189,703,027   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 189,703,027   

 追加信託差損益金 101,803,345   

 (配当等相当額) (  106,108,957)  

 (売買損益相当額) (△  4,305,612)  

 分配準備積立金 103,084,725   

 繰越損益金 △ 15,185,043   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（18,642,337円）、
費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収
益調整金（106,108,957円）および分配準備積立金（84,442,388
円）より分配対象収益は209,193,682円（10,000口当たり5,841
円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
  
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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＜お知らせ＞ 
信託期間を2033年６月３日まで10年間延長し、信託報酬率を引下げ、解約時の信託財産留保額を撤廃するた

め、投資信託約款に変更を行いました。（2022年３月４日より適用） 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 158  1.430  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 61)  (0.550)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 91)  (0.825)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.055)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 13   0.114   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  5)  (0.048)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  7)  (0.063)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.003)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料等 

 合 計 171   1.544    

期中の平均基準価額は、11,075円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.61％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの費用については、投資先ファンドの管理会社が発行する年次報告書（アニュアル・レポート）の記載に基づきます。

なお、投資先ファンドの運用管理費用（信託報酬）は当ファンドの運用管理費用（投信会社分）から支払われるため、別に収受してお
りません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

○売買及び取引の状況 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 7,534 11,942 70,566 112,002 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月３日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 197,566 134,533 224,872 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年６月３日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 224,872 100.0 

コール・ローン等、その他 17 0.0 

投資信託財産総額 224,889 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 
（注） シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,936,026千円）の投資

信託財産総額（4,013,329千円）に対する比率は98.1％です。 
（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝129.83円です。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月３日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 437,574,750   

 シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド(評価額) 224,872,974   

 未収入金 212,701,776   

(B) 負債 215,904,716   

 未払金 213,953,438   

 未払解約金 22   

 未払信託報酬 1,823,684   

 その他未払費用 127,572   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 221,670,034   

 元本 214,173,806   

 次期繰越損益金 7,496,228   

(D) 受益権総口数 214,173,806口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,350円 
 

［元本増減］ 
期首元本額 261,771,163円 
期中追加設定元本額 9,885,179円 
期中一部解約元本額 57,482,536円 

 

○損益の状況 (2021年６月４日～2022年６月３日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △18,513,400   

 売買益 31,647,985   

 売買損 △50,161,385   

(B) 信託報酬等 △ 4,413,055   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △22,926,455   

(D) 前期繰越損益金 15,419,737   

(E) 追加信託差損益金 15,002,946   

 (配当等相当額) (  39,511,100)  

 (売買損益相当額) (△24,508,154)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 7,496,228   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 7,496,228   

 追加信託差損益金 15,002,946   

 (配当等相当額) (  39,534,525)  

 (売買損益相当額) (△24,531,579)  

 分配準備積立金 62,295,611   

 繰越損益金 △69,802,329   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（6,838,483円）、
費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収
益調整金（39,534,525円）および分配準備積立金（55,457,128
円）より分配対象収益は101,830,136円（10,000口当たり4,754
円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
  
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

＜お知らせ＞ 
信託期間を2033年６月３日まで10年間延長し、信託報酬率を引下げ、解約時の信託財産留保額を撤廃するた

め、投資信託約款に変更を行いました。（2022年３月４日より適用） 
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